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知できる布素材で、これを活用する
ことで、長時間の着用でも負担が少
ないウェアラブルセンサなどを作成
することができます。2014年1月
に開発および実用化を発表し、12
月には、NTTドコモがhitoeに対応
したトレーニング支援サービスを開
始するに至っています。
また、映像配信サービスを手がけ

るドワンゴと共同で、映像・ソーシ
ャルサービスの高度化に関する共同
実験・研究を実施しました。さまざ
まな視点での視聴が可能な「全天球
映像」を限られた帯域で効率良く配
信する技術は、2014年11月にドワ
ンゴから「バーチャルリアリティ
LIVE配信サービス」として実用化
されたほか、現在サービス利用者の
環境やネットワークの混雑状況に応
じて最適な配信レートなどをレコメ
ンドする「視聴品質最適化技術」の
実証実験を行っています。また、
4K/8K映像向けに開発が進められ
ている「HEVC」(High Ef ficiency 

Video Coding)という映像コーデッ
クを「ニコニコ生放送」に適用する
実験にも着手しました。本技術の採

の1つです。これを実現、支援する
ためのR&Dについても力を入れて
います。競争力強化のための大きな
柱となるのが、いかにネットワーク
のコストを効率化するかということ
です。我々はこれを技術革新によっ
てネットワークをシンプル化するこ
となどで実現しようとしています。
また研究所でありますから、将来

のビジネスの種、競争力の源泉とな
り得る基礎研究についても継続的か
つ着実に進めなければなりません。
これについても従来通り幅広い分野
での研究を進めています。
―この1年間の主なR&D成果にはつ
いて、まずオープンイノベーションに
関連したものについてご紹介ください。

篠原　オープンイノベーションに関
連した成果としては、東レと共同開
発した機能素材「hitoe」が挙げら
れます。これは当社研究所が開発し
た、繊維素材表面に導電性高分子
（PEDOT-PSS）をコーティングする
「繊維導電化技術」と、東レが開発し
た先端繊維材料「ナノファイバ」を
組み合わせたものです。心拍数や心
電波形といった生体電位の変化を検

―この1年間、主にどのような観点
でR&D活動を進めてこられたのかを
お聞かせください。

篠原　2014年のR&Dは、「オープン
イノベーション・コラボレーション
の強化」「ネットワークの競争力強
化」「先々を見据えた基礎研究への持
続的な取り組み」という3つの柱で
進めてきました。
オープンイノベーションについて

はこれまでも取り組んできました
が、2013年からはさらに積極的に
推進しています。サービスの多様化
が予想される今後のB2B2Xビジネ
スなどを考えると、我々の研究所だ
けでモノを作っていくやり方では不
十分なのは明らかです。NTTグル
ープに限らず、さまざまなパートナ
ー企業と連携して新しい価値、新し
いビジネス領域を開拓していく必要
があります。2014年にはその取り
組みの成果が出始めています。
ネットワークの競争力強化は、当

社の中期経営計画で示した経営方針

オープンイノベーションを強化し、
新事業モデルを支える技術や人材を
生み出す R&D活動を進めていく
2014 年 5 月に「光コラボレーションモデル」という新たな事業モデルを打ち出した
NTTグループ。世界初の本格的な光アクセスのサービス卸となる同事業モデルを支える
ために、R&Dのあり方はどう変化するのか。この 1年間の R&D動向や成果、2015 年の
R&Dビジョンなどについて、篠原弘道代表取締役副社長にうかがった。

3つの柱でR&D活動を実施し
世界をリードする多数の成果

日本電信電話㈱ 代表取締役副社長

研究企画部門長 篠原 弘道氏
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用によって、画質の向上およびトラ
フィック削減効果が期待されます。
これまで我々のようなネットワー

ク事業者とドワンゴのようなサービ
ス事業者は、ともすればライバルと
みなされてきました。しかし、今回
の共同実験は、協力することによっ
て双方にとってメリットがある結果
を得られるということを示しまし
た。その意味でも非常に実りのある
取り組みであると考えています。
一方で、外部とのコラボレーショ

ンを進める上では、自分たちの強み
をはっきりと打ち出す必要がありま
す。一例として、工場内や電車通過中
のガード下など、100dBの騒音下で
も、高品質な通話や高精度な音声認
識を可能とする「小型インテリジェ
ントマイク」を開発し、2014年9月
に発表しました。このような特徴的
な技術を武器として、オープンイノ
ベーションの拡大を図っています。
ところで、研究所で基礎研究を続

けている技術として、人間の錯覚を
利用して疑似的な牽引力を生み出す
「ぶるなび」というものがあります。
初代と2代目の装置は重さが約
250gあり、サイズもかろうじて片
手で持てるほどの大きさでした。し
かし、2014年に発表した「ぶるな
び3」（写真1）は、重さ40g、サイズ
は指で持てる大きさにまで小型化し
ています。
これは世界的に見ても非常にユニ

ークな装置ですが、NTTグループ
の既存ビジネス領域だけでは、すぐ
に活用することは難しく、外部との
コラボレーションが大事になってき

ます。しかし、幅広い使い方が期待
される一方で、どこの企業が強みを
持っているのかよく分からない状態
でした。
そこで研究所では、活用法につい

てのアイデアを競技形式で募る「ぶ
るなび活用アイデアソン」を2014
年11月に開催しました。幸い多くの
方にご参加いただき、さまざまなア
イデアを得ることができました。優
勝したのは、ぶるなびを周囲の人に
知られずにコードを伝達するワンタ
イムパスワードトークンとして活用
するというアイデアです。これは、
研究者がまったく想定していなかっ
た使い方でした、
今後はこのような「アイデアソン」

や「ハッカソン」といった手法も取
り入れることで、オープンイノベー
ションやコラボレーションの進め方
をさらに多様化させていく考えです。
―ネットワークの競争力強化につい
てはどのような成果が得られたのでし
ょうか。

篠原　ネットワークをシンプルにし
て経済化するという方向では、主に
2つの成果があります。
一つは、これまで多段接続で構成

されていたネットワークをシンプル
化する「PTS」（Packet Transport 

System）というレイヤ統合トラン
スポート装置を開発したことです。
PTSによってルータの数を大幅に削
減できます。そして、それに伴って
ネットワークのCAPEX/OPEXの削
減を期待できます。
もう一つは、固定電話網とインタ

ーネットをパケット網上に統合する

ための「PTM」（Packet Transport 

Multiplexer）という装置を開発した
ことです。PTMによって固定電話
網を個別に運用する必要がなくなり
ますから、設備数の削減とそれに伴
うコスト削減を実現できます。
また、SDNやNFVといった技術
の登場などによって、ネットワーク
分野においてもソフトウェア開発の
比重が高まっています。ネットワー
クの経済化を考える場合には、ソフ
トウェアの開発効率をいかに高める
かという視点も欠かせません。

NTTグループにはソフトウェア
開発を手がける企業が多数あります
が、従来は各社独自に開発効率向上
のための工夫を凝らしていました。
しかしそれだけでは不十分というこ
とで、グループ共通の開発ツールや
手法を使って開発効率を向上させる
取り組みを、現在、研究所とグループ
企業が共同で進めています。目標は、
2013年度比で20％のコスト削減を
2015年度までに達成することで
す。こちらについても、2014年度
には着実な進歩がありました。
―基礎研究分野ではどのような成果
が得られたのでしょうか。

篠原　基礎研究は2014年も多くの
新しい成果が出ています。例えば、先

写真1　小型化した「ぶるなび」
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ほど紹介した「ぶるなび3」も基礎
研究分野での成果と言えます。
物性分野では、世界初となる100

ビット超の容量を持つ集積型光メモ
リの開発が挙げられます。これは、
シリコンを母材とした「フォトニッ
ク結晶」（光を閉じ込める性質を持つ
特殊な構造体）中に共振波長がわず
かずつ異なる100個以上の光ナノ
共振器を集積して実現したもので
す。こうした技術が進展すれば、光
だけでさまざまな処理を実現できる
ようになり、高速化や省電力化を実
現できます。
我々が強みを持つ言語処理分野で

の成果としては、「ロボットは東大に
入れるか？」プロジェクトでの成果
が挙げられます。これは国立情報学
研究所の新井紀子教授が主導するプ
ロジェクトで、人工知能「東ロボく
ん」が、人間が実際に解く問題をど
こまで解けるのかを明らかにしよう
とするものです。
2013年までは英語の成績が振る

わず、大学センター試験の模試での
偏差値は「41.0」でした。2014年
に英語チームにNTTコミュニケー
ション科学基礎研究所のメンバーが

参画して、同研究所の言
語処理技術や知識処理技
術を適用したことで、偏
差値を「50.5」に向上
できました（図1）。こ
れは模試の受験者の平均
レベルよりも上になった
ことを示しています。
同プロジェクトで活用
した技術は、対話や翻訳

などの様々なサービス実現に欠かせ
ないものです。その技術の優秀性が、
このプロジェクトによって示された
と自負しています。

―2014年11月の決算発表では「新
たなステージをめざして2.0」という
タイトルで、NTTの新たな事業方針が
示されました。また、同年5月には光コ
ラボレーションモデルという新事業モ
デルも発表されています。こうした変
化を受けて、今後のR&Dをどのように
進める方針かをお聞かせください。

篠原　NTTグループはこれから「光
コラボレーションモデル」という形
で競争の土俵を変えようとしていま
す。それに対応して、「ネットワーク
の競争力強化」という目標を「ネッ
トワークの収益力強化」に変更しま
した。従前の枠組みで競争をするの
ではなく、新しい競争をして最終的
にそれを収益につなげていくことを
明確にするためです。
また、新しい事業モデルにおいて

は、サービス事業者から選んで貰え
る魅力的なネットワークを作ること
が重要になります。それには、さま

ざまなサービス事業に柔軟に対応で
きるフレキシビリティやスケーラビ
リティを備え、さらにコストメリッ
トのあるネットワークを作っていか
ねばなりません。
こうした課題を解決する技術とし

て期待されているのが、高度な制御
機能・サービス機能を、ソフトウェ
ア化してクラウドに集約し、転送網
はコモディティ化したシンプルな装
置で構築するSDNやNFVといった
技術です。これらの技術をうまく活
用して、課題を解決する研究開発を
もっと進めていく方針です。

SDNやNFVの活用やネットワー
クの経済化を考えると、OSSの活用
が今後一層重要になってきます。
OSSを上手に活用するには、単に使
うだけでなく、コミュニティにしっ
かりコミットしていくことが大事で
す。自らコミュニティを立ち上げて、
主導的な立場でコラボレーションを
進めていくことにも力を入れていき
ます。すでに、SDNコントローラ
「Ryu」やソフトウェアスイッチ
「Lagopus」など、いくつかのOSS

においてコミュニティを立ち上げて
開発をリードしています。
ま た、IoT（Internet of Things）

やM2M（Machine-to-Machine）が
本格化する状況に備えた研究開発も
必要です。IoTやM2Mでの通信の
特徴は、個々のデータ量は少ないが、
膨大な数の通信が発生することで
す。こうした通信を、今のようにク
ラウドですべて処理すると非常に処
理が重たくなります。また、ITS

（Intelligent Transport Systems）の

2013 
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◆ 昨年同様高得点
　  - 発音問題
◆ 今回伸びたもの
　  - 会話文完成
　  - 意見要旨把握
　  - 未知語（句）語意推測
　  - 語句整序完成
◆ まだまだ難しいもの
　  - 長文読解

2014
図1　研究所の技術で人工知能の英語の成績が向上

「新しいステージをめざして2.0」
に向けた取り組み
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ように、素早いレスポンスが求めら
れる用途には対応できません。
こうした課題を解決する方法の1

つとして研究開発を進めているの
が、ユーザや端末に近い場所に小さ
なクラウドを用意して分散処理をす
る「エッジコンピューティング」と
いう技術です。エッジコンピューテ
ィングによって端末からのデータを
1次処理して通信を集約したり、素
早い応答が求められる処理を担当さ
せたりすることを考えています。ま
た、ユーザ端末の処理の一部をエッ
ジコンピューティングで肩代わりす
るような利用も考えられます。
―「新たなステージをめざして2.0」
では、セキュリティ分野の強化が挙げ
られていました。研究所での取り組み
を教えてください。

篠原　現在はあらゆるシステムがネ
ットワークに接続していると言って
も過言ではありません。サイバー攻
撃に対する備えをきちんとしておか
ねば、社会システムがダウンするなど
の重大な被害が生じる恐れがありま
す。そのためNTTグループでは、
2020年までにセキュリティ関連人
材を現在の約2,500名から1万名に
増やす計画です。研究所としてもそれ
を支援することにしています（図2）。
それと同時に日本のセキュリティ

人材育成への貢献という観点で、よ
り深い実践的な知識を提供するた
め、2015年4月に早稲田大学に寄
付講座を開講し、NTTの研究者が
最新のサイバー攻撃に対する知見を
学生に提供する取り組みを始めま
す。そこで得た経験を基に、他の企

業や他の大学の方々
と協力して、セキュリ
ティ人材の育成及び
強化、人員数を増やす
という取り組みも進
めていく考えです。
また、産業界全体の

セキュリティスキル向
上に向けた取り組みと
し て、2015年5月 に
は、「gacco」というネ
ットワーク教育サービ
スで『情報セキュリティ「超」入門』
という講座を開講します。開講に向
けて、情報セキュリティ大学院大学
の先生と共同で、研究所のメンバー
が教材の作成に当たっています。

―最後に研究者の方々にお伝えした
いメッセージがあればお聞かせくださ
い。

篠原　もっとも伝えたいのは、若い
世代に夢を与えるような研究をして
ほしいということです。そのために
は、まず自分が夢を見ることが大事
です。その上で、夢を語って仲間を増
やし、いろいろな技術分野の仲間と
一緒にオープンイノベーションを進
めていってほしいと願っています。
オープンイノベーションを成功さ

せるポイントは、仲間の「強み」を
結集することです。競争力があるも
のを足し合わせれば、その成果も競
争力が高いことを期待できます。し
かし、ややもすれば、「強み」ではな
く個々人の「できること」を足し合

わせてしまいます。それでは競争力
を損なう結果になりがちです。強み
を生かすためにも、自分は強い部分
に集中して、他の部分は人の力を借
りるということが大事です。
また、スピード感を持つことも忘

れてはなりません。研究者は「100
点」のものが出来なければ成果を世
に出そうとしない傾向にあります。
しかし、世の中の動きとマッチして
いなければ、実際には他の人が出し
た「60点」の技術に世界を制され
ることも珍しくありません。もちろ
ん、研究としては高みを目指すこと
は悪くありませんが、いざ応用を考
える場合にはタイミングをしっかり
意識して欲しいと願っています。「今
出すべきだ」ということであれば、
不完全な状態でも出すという意識の
ギアチェンジが求められます。
そうしたタイミングを把握するた

めにも、研究所内部にこもるだけで
なく、外部の人と積極的に関わるこ
とが重要だと考えています。
―本日は有難うございました。

（聞き手・構成：末安 泰三）

NTTグル－プ内のセキュリティ人材育成強化
2020年までに国内約10,000人のセキュリティ人材を創出

日本のセキュリティ人材育成への貢献
早稲田大学に「サイバー攻撃対策講座」を設立 （2015年4月）
 
 

セキュリティ人材育成の取り組み 

③  セキュリティ人材の底上げ

②  スペシャリストの増強 

①  トップガン人材の輩出 

現在 

セキュリティ  
人員数（国内）  

2020年 

約2,500人 

約10,000人 50～ 
100人 

2,000
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8,000
人 

グループ全体で育成プログラムを整備・展開 

翌期以降、賛同いただける他の企業と連携し複数の大学へ展開

 NTTグループ内のセキュリティ人材育成強化

※ＮＴＴドコモ、ＮＴＴナレッジ・スクウェアが提供する、Web上で誰でも無料で参加可能な
　　大規模かつオープンな講義（MOOC：Massive Open Online Courses）

「gacco※」上の「情報セキュリティ『超』入門」講座開講に協力 （2015年5月）

図2　NTTのセキュリティ人材育成に関する取り組み

さまざまな分野の仲間を作り
若い世代に夢を与える研究を
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